
無料検査についてInformation
【無症状の方（濃厚接触者を除く）】
　　薬局等で実施する無料検査が受けられます。（令和5年1月1日現在、令和5年1月末まで延長）
　PCR等検査無料化事業　検査を受ける方法について：
　※1　https://www.pref.mie.lg.jp/KANSENJO/HP/m0348600013.htm
　　感染に不安を感じる県民の方で、飲食、イベント、旅行（「おいでよ！みえ旅キャン
　ペーン」を含む）・帰省等の経済社会活動を行うにあたり、検査が必要な方。
【症状があり、重症化リスクの低い方】
　　「三重県検査キット配布・陽性者登録センター」にて、検査キットを配布します。
　三重県検査キット配布・陽性者登録センター：
　※2　https://www.pref.mie.lg.jp/JOHOBUNSEKI/HP/m0352700011.htm
　1.申込対象者
　　　三重県にお住まいの方で、咳、発熱等の症状があり、かつ、以下に該当しない方
　（１）65歳以上の方
　（２）次の重症化リスクを持つ方（ワクチン未接種（接種が1回のみの方も含む）、悪性腫瘍、慢性呼吸器疾患
　　　　（COPD等）、慢性腎臓病、心血管疾患、脳血管疾患、喫煙歴、高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満（BMI30以上）、
　　　　臓器移植・免疫抑制剤・抗がん剤等の使用その他の事由による免疫機能の低下）
　（３）妊娠されている方
　（４）小学生以下の方
　2.申込方法（WEB申込）
　　　専用のURL（※2）から申込ページへ移動し、入力フォームに必要事項を入力し、センターに申し込みます。
　3.配布方法
　　　お申込みいただいた方に抗原定性検査キットが送付されます。※検査キットは、1回の申込につき1個（1度の発症に
　　対して1個）まで配布。1人あたり最大2回まで申込みできます。
　4.検査方法
　　　抗原定性検査キットによりご自身で検体を採取し、検査します。15分から30分程度で検査結果がわかります。
　5.検査後の対応
　　　検査結果が陽性となった場合は、センターのWEBサイトに検査結果画像の登録や健康状態等を入力いただきます。
　　登録いただいた情報を確認のうえ、センターの医師が陽性者の登録を行い、その旨をメールアドレスに連絡します。
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◇県政報告会を再開しました。
亀山林業総合ｾﾝﾀｰ
井尻公民館

弘法寺
白川地区北ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
鈴鹿馬子唄会館

平尾公民館
能褒野町公民館
神辺地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

栄町公民館
田村町公民館
関南部地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

11月13日
11月28日

11月12日
11月25日
12月15日

11月10日
11月19日
12月11日

10月30日
11月13日
12月11日

801回
805回

800回
804回
808回

799回
803回
807回

798回
802回
806回

　一般会計補正予算 (第 8号 )　地域観光産業支援事業費　41億 8859 万 8000 円
一般会計補正予算（第8号）より

　現在実施中の「おいでよ！みえ旅キャンペーン」が令和5年1月10日開始予定（令和4年12月15日現在）。
利用条件

ワクチン３回接種済み
または

（陰性の）検査結果証明
ワクチン３回接種済み

または
（陰性の）検査結果証明

クーポン

平日3,000円／休日1,000円

平日 2,000円／休日1,000円
※原則として電子クーポン

割引金額 
〔宿泊旅行〕 ※１泊あたり
①最大8,000円 (交通付旅行商品 )
②その他5,000円〔日帰り旅行〕 一律5,000円
〔宿泊旅行〕 ※１泊あたり
①最大5,000円 (交通付旅行商品 )
②その他3,000円〔日帰り旅行〕 一律3,000円

割引率

40%

20%

対象

全国

全国

期間
令和 4年
10月11日
～12月27日
令和 5年
1月10日
開始予定

Ｑ．『三重県新エネルギービジョン』中間案では、2030年度に、三重県内の次世代自動車を40万6000台にするという目標
　　を掲げており、結果として三重県内の自動車の約27%が次世代自動車になるということになる。そんな中、『三重県
　　地球温暖化対策総合計画』中間案では、県の公用車については、代替可能な電動車がない場合を除き、新規導入・更
　　新については、原則電動車化するとされているが、県庁としては、2030年度にどれぐらいの見通しになっているのか。
Ａ．公用車の更新については、各部局において、使用年度や走行距離、予算の状況に応じて、それぞれに判断されるが、国
　　の物品調達に係る基準等の改定を受け、本県においても、令和5年度の「当初予算要求参考基準単価表」の参考基準単
　　価がハイブリット車となった。今後は、ハイブリット車の導入が増加していくと考えており、2030年度には、30％強の
　　公用車が、電動車（次世代自動車）になっていると推計している。
　　※次世代自動車とは、「ハイブリッド自動車（HV）、プラグインハイブリッド自動車（PHV）、電気自動車（EV）、天
　　然ガス自動車、クリーンディーゼル車（CDV）、燃料電池自動車（FCV）を指す。

　次世代自動車の導入について


